
第７回評価委員会の主な意見 

 

 

内     容 

中間総括 

・平成 20 年度の業務実績報告書を参考資料として使用することで

全体の作業を簡略化することには賛成である。 

・中間総括をどのような視点で実施するかについて、検討が必要で

ある。 

・視点は中期目標を踏まえて整理して欲しい。 

・中間総括は詳細な項目の確認をするのではなく、これまでの実績

を大きな観点から捉えて行うべきである。（たとえば財務に関し

ては、目的積立金の活用方法など） 

その他 
・中間総括のスケジュールと認証評価のスケジュールが比較できる

ようにして欲しい。 

 

資料１ 


